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１ はじめに 

 

本報告書は，平成２９年度 前期「学生による授業評価」および「教員の自己点検レポー

ト」の結果をまとめたものである。今回も，非常勤講師を含めた全教員の授業を対象に授

業評価を行った。 

実施に際しては，混乱やトラブルがあったという報告はなく，評価そのものは順調に行

われたように見える。しかし，実際に授業評価アンケートの回収は前年度委員会にて行わ

れており，アンケート提出も 100％の科目数ではない状況での引継ぎであった。また，教

員の自己点検レポートの提出も 100％ではなく，非常勤講師も含め，回収率 100％を目指

すための手立てが必要と思われる。授業評価の必要性の認識は学内に定着しつつあるもの

の，授業評価の必要性と大学教員としての義務や啓蒙という説明は，一部ではあるが教員

の入れ替わりもあるために，数年に 1 度は必要なのではないかと思われる。 

また，少人数クラスでの授業評価の在り方については，平成２４年度より受講者 2 名以

下（受講者なし，受講者 1 名，受講者 2 名）の場合は，提出は極力求めるが強制はしない

という方針で調査用紙の回収を実施している。教員と学生とがほぼマンツーマンで授業を

行うという特殊な形態では，学生個人が特定されやすく，学生に不利益を生じてはならな

いことや，他の授業と同様の授業評価が適切かどうかを問う声が委員会に寄せられたため

である。 

現委員会としては，学生が評価の仕組みをよく理解したうえで，実施協力の申し出があ

った場合は，実施すべきであると判断している。授業評価を必ずしも必要としない理由

は，学生 1 名以下という特殊な状況や授業の実施形態の多様性に，量的尺度のみの現行の

方法が対応できておらず，学生に不利益をもたらす恐れがあるためである。 

この問題を回避する方法としては，専攻科特別研究をはじめとする必修の少人数クラス

は，個々の授業単位ではなく，同名の授業全部をひとまとめにした評価を行うなどの対応

が考えられる。また，単独に実施している少人数クラスでは，質的な評価を採り入れる等

の改善方法も検討すべきであろう。いずれにしても，授業と名のつくものであればすべ

て，学生からの評価を受けることで改善をはかることが原則であることは言うまでもな

い。いくつかの改善策を検討して，評価結果の WEB 公開の実施の検討とあわせて，委員

会に課題として申し送りたいと考える。 

  



２ 全体の概要 

１ 学生による授業評価 

 

１－１ はじめに 

本学は，平成 20 年度前期から，非常勤講師を含む全教員の全授業を対象にした，学生に

よる授業評価に着手した（それまでは常勤教員が自分の授業の一部を選んで実施してい

た）。この評価は，個々の授業内容や方法の改善を通して，大学全体の教育力を高めるこ

とを目的として，前後期の授業終了時に実施されている。 

 

１－２ 本授業評価の目的は，(1)教育内容や方法の改善， (2)成果や課題の蓄積，(3)学生

をはじめとするステークホールダーに向けての説明責任，(4)学生の学習態度の反省と学習

意欲の向上を図ることである。 

 

授業評価票（別紙 1）は，授業に対する学生自身の自己評価として，出席状況や学習に

対する意欲，課外学習の状況などを自己評価するセクションと，授業の内容や授業の方法

について学生が評価するセクションとの 2 部構成になっている。また，授業の特性が評価

に反映されるように，教員が任意に設問を追加することもできる。さらに，自由記述欄も

設けてあり，学生は，授業に関する意見や感想を自由に記載してよいことになっている。 

 

２ 集計と結果のフィードバック 

集計結果は，全体のデータをまとめるともに，個々の授業別結果（サンプルは別紙 2）を

授業担当教員にもどし，教員による自己点検レポート作成の基礎資料としている。各授業

の各項目について，大学全体の 5 段階の平均値が示されており，自身の評価と全体の評価

を比較しやすいように工夫されている。 

 

３ 教員による「自己点検レポート」の作成 

常勤・非常勤を問わず，本学の全教員は，学生による授業評価結果をもとに，全ての授

業についての「自己点検レポート」を提出(サンプルは別紙 3)する。自己点検レポートは，

「学生に対する真摯な対応」と「学生のアンケート結果を授業の改善や教育力向上に役立

てること」を目的に，教員が自らの授業をふり返り，気づきや改善点などを 400 字程度の

レポートにて提出してもらう制度である。具体的には，学生による授業評価結果を踏まえ，

以下の点について自己点検することになっている。 

 

1 前回からの改善点（前回調査時の課題がどのような方法で，どの程度改善されたか記

入してください。） 



2 授業評価結果についての分析（「どんな問題点を見出し，その原因をどのように捉えた

か」） 

3 「上記の分析を踏まえた今後の授業改善に向けての具体的取り組み 

4 授業改善に向けて必要だと思われる教育環境・条件整備上の課題 

5 今回の授業評価の実施方法等に関する意見 

 

４ 公開 

学生による授業評価結果と教員の自己点検レポートについては，電子データと印刷物と

して学内で保管されており，自由に閲覧が可能である。また，個々の授業評価結果の詳細

を除く，大学全体の評価結果については，大学の WEB で公開している。 

 

  



３ 全体の集計結果 

平成 29 年前期学生による授業評価 講評 

 

平成 29年前期の学生による授業評価結果の概要と講評を行い、授業改善のための基礎資

料とする。 

構成は、下記の通りである。 

１ 評価結果の概要と、特徴的であると考えられるポイントを指摘した。 

２ 評価結果の全体を表にまとめた。 

３ 設問ごとに各選択肢の選択率を円グラフで示した。 

 

１ 概要 

平成 29 年度前期の授業評価の結果としては，学生の出席や意欲，予習復習の状況は、9

割程度の学生が積極的に取り組んでいることがわかる。しかし、意欲的な取組みや、授業

時間外での学習については、最も肯定的な評価が 6 割前後とどまっていることから、引き

続き改善の余地があると考えられる。 

教員の取り組みとしては，創意工夫や理解度、対応に対して 90％程度の学生が満足して

いて好評価であると思われる。比較的良くなかったのは授業時間でと授業準備であった。

最も肯定的な回答が、授業準備で 7 割を下回り、授業時間では 6 割を切った。他の質問に

比べて、この質問は、肯定的な回答率が低い傾向があるため、原因の解明を行い、対応を

検討する必要があるかもしれない。 

 

２ 評価結果全体のまとめ（評価は 5 段階で行なわれ、1 が最も高く 5 が最も低い。） 

 

 

  

まとめ 調査票件数： 2939
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

出席 意欲的 予習復習 話し方 教材適正 教育環境 授業準備 創意工夫 授業時間 理解度 対応 薦めるか

1 2069 1858 1713 1848 2063 2152 1991 2268 1711 2256 2233 1996
2 670 852 747 706 626 518 656 473 834 477 431 584
3 147 199 368 273 207 229 242 153 311 183 253 290
4 11 27 77 94 34 26 32 31 64 17 11 30
5 28 3 34 18 7 10 15 11 16 2 7 15

2925 2939 2939 2939 2937 2935 2936 2936 2936 2935 2935 2915

選択肢



３ 設問ごとの選択肢の選択率（1 点が最高評価，3 点が中間評価，5 点が最低評価） 
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